
191薬物治療／抗てんかん薬の特色と相互作用

3 抗てんかん薬（AED）の主な作用機序
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SV2A：シナプス小胞膜蛋白 2A．

ャネルにも影響を与える作用がある．
フェノバルビタールやプリミドンなどバルビツール酸系の薬剤は GABAA

のベンゾジアゼピン受容体のバルビツレート部位に結合して Cl-チャネルの
開門時間を延長することにより Cl-の透過性を亢進させる．また，Ca2+の流
入を減少させる作用もみられる．
■シナプス間隙内のGABAの細胞内再取り込みの抑制
シナプス間隙の GABAの細胞内への再取り込みを抑制することにより，
シナプス間隙の GABAの量を増やす．tiagabine（2012年現在国内未承認）
は GABAトランスポータの作用を抑制することにより再取り込みを抑制す
る．vigabatrin（2012年現在国内未承認）は GABA トランスアミナーゼ活性
を阻害することにより，GABAの異化を抑制して脳内 GABA量を持続的に
維持する作用がある．
■グルタミン酸脱炭酸酵素（GAD）の作用の増強

GADの活性を増強してグルタミン酸からGABAの生成を促進する作用は，
バルプロ酸にみられる．
ガバペンチンには GADの増強作用がみられるが非常に弱く，その主な作
用機序は Ca2+チャネルのα2δサブユニットに結合することが抗てんかん作
用と考えられている．

グルタミン酸系抑制

グルタミン酸はグルタミン酸受容体に結合することにより，Na+と Ca2+の
細胞内流入を促進して，ニューロンの興奮を促進させる働きがある．グルタ
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